
学校番号 214 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典 B 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 「新編古典Ｂ」東京書籍 

副教材等 
「これでわかる明快古典文法定着ノート」いいずな書店  

「クリアカラー国語便覧」数研出版 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・1年生で学んだ古文や漢文の知識を使って、多くの古文・漢文を読み味わいましょう。 

また、その作品の時代背景や作者についても素養をつけてください。 

・予習として必ず本文を読み、本文写しなどの宿題にも丁寧に取り組んでください。 

授業の後には内容を振り返って、復習してください。 

・提出物の期限は守り、定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

・的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を深め、言語感覚を磨く。 

・古典に関する高等教育の基礎としての知識理解を身につける。 

・歴史・文化・自然・人間などに視野を広げ、現代を生きるための知恵や知識を学び、人生を 

豊かにする態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・態度 b:読む能力 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典を読む力を進んで高め

るとともに，古典について

の理解や関心を深めようと

している。 

古典を読んで思想や感情などを

的確に捉えたり，その価値を考察

したりして，自分の考えを深め，

発展させている。 

伝統的な言語文化及び言葉の特

徴やきまりなどの理解を深め，

知識を身に付けている。 

評
価
方
法 

・学習活動への参加姿勢や態度 

・ノート，プリント，ワークシ

ート 

・学習活動における発言内容や態度 

・ノート，プリント，ワークシート 

・定期考査 

・学習活動における発言内容 

・ノート，プリント，ワークシート 

・定期考査 

 上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学

習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の 

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c 
  



一
学
期 

説
話
に
楽
し
む 

宇治拾遺物語 

「袴垂、保昌にあふこと」 

○人物の心理の変化や情景を読み取る力

を養う。 

○保昌の人物造型とその方法について理

解する。 

○敬語の用いられ方から，人物関係を読

み取る。 

○説話を通して導き出せるテーマを理解

する。 

○ ◎ ○ a: 他者理解について考えようと

している。 

b: 登場人物の気持ちの変化を整

理している。 

人物造型とその方法を理解して

いる。 

c: 敬語の用法を理解している。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

随
筆
を
読
む 

徒然草 

「丹波に出雲といふ所あり 

（第 236 段）」 

○叙述の流れに着目し，話の内容を把握

する。 

○登場人物の心情の推移を理解する。 

○作者の興味・関心がどこにあるかを考

察する。 

 ○  b: 全体の構成，話の内容をつか

んでいる。 

登場人物の心情とその変化を読

み取っている。 

作者が何に興味を持ったかをつ

かんでいる。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

徒然草 

「九月二十日のころ 

（第 32 段）」 

○話の概略を把握し，登場人物の行動を

読み取る。 

○作者の「その人」に対する心情を理解す

る。 

 ○  b: 話の内容をつかんでいる。 

人物相互の関係とそれぞれの行

動を読み取っている。 

「その人」に対する作者の心情を

理解している。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

古
典
文
法 

用言と助動詞の復習   ○ c: 動詞・形容詞・形容動詞・助

動詞の活用について理解し、活用

させることができる。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

唐
詩
と
文 

李白「静夜思」 

杜甫「登丘陽楼」 

杜甫「登高」 

○それぞれの唐詩から作者の心情や情景

を読み取る。 

○唐詩の詩形や押韻，対句表現を理解す

る。 

○正確な現代語訳ができるようにする。 

○暗唱や自分の言葉での訳詩を試みる。 

 ○  b: 詩の内容を理解している。 

唐詩の調べを理解し，詩を暗唱し

ている。 

自分なりに表現を工夫して唐詩

の訳詩を書いている。 

c: 詩を正確に読んでいる。 

詩形・押韻・対句を理解している。 

正確に現代語訳をしている。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

二
学
期 

故
事
と
小
話 

後漢書「糟糠之妻」 

○本文を正しく音読する。 

○本文を正しく現代語訳する。 

○登場人物の心情を読み取る。 

○故事成語の意味や使い方を知る。 

○  ◎ a:登場人物の心情を正しく読み

取っている。 

c:正しく音読している。 

本文を正しく書き下し，現代語訳

している。 

故事成語の意味・用法を理解して

いる。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 



史記「視吾舌。尚在不」 

○本文を正しく音読する。 

○本文を正しく現代語訳する。 

○登場人物の心情を読み取る。 

○漢文の基礎知識を知る。 

 ○ ◎ b: 登場人物の心情を正しく読み

取っている。 

c: 正しく音読している。 

本文を正しく書き下し，現代語訳

している。 

漢文の基礎知識を理解している。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

物
語
を
読
む 

竹取物語「天の羽衣」 

○登場人物の発言や描写に注目して，内

容を理解する。 

○天人との対比で，かぐや姫の人物像を

把握する。 

○帝への手紙や歌に表れたかぐや姫の心

情を理解する。 

○「天の羽衣」着衣前と着衣後のかぐや

姫の変化を把握する。 

○古典に現れる月について学ぶことを通

して，古文に親しむ。 

○作品の主題について考える。 

○ ○  a: 本文の概要を理解し，積極的

に発表しようとしている。 

古典作品に現れる月について積

極的に調べようとしている。 

作品の主題について，主体的な意

見を持とうとしている。 

b: かぐや姫の人物像について，

的確に読み取っている。 

帝への手紙と歌の内容を的確に

理解している。 

「天の羽衣」の効力を理解してい

る。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

古
典
文
法 

敬語   ○ c:敬語の用法を理解している。 記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

日
記
を
読
む 

更級日記「門出」 

○作品の冒頭部分としての意味や回想の

記であることを確認する。 

○作者の育った場所を確認する。 

○作者の物語への憧れを整理する。 

 ○  b: 本文を正確に読み，冒頭の一

文の内容を理解している。 

物語への憧れについて正確に整

理している。 

心情を的確に把握している。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

日
記
を
読
む 

更級日記「物語」 

○「源氏の物語」を読む作者の気持ちを読

み取る。 

○少女時代の物語耽溺を作者は晩年どう

感じているか把握する。 

○当時の物語作品の受容について確認す

る。 

 ◎ ○ b: 本文を正確に読み，内容を的

確にまとめている。 

表現方法に注意しながら，内容を

読み取っている。 

「夢」の持つ意味を理解し，それ

に対する作者の態度を読み取っ

ている。 

少女時代と晩年の作者の思いの

違いを読み取っている。 

c: 物語の受容について理解して

いる。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

古
典
常
識 

月の異名・十二支   ○ c:古典知識を身につける。 記述の確認 

定期考査 

行動の観察 



三
学
期 

唐
詩
と
文 

陶潜「桃花源記」 

○本文を正しく読めるようにする。 

○語句・句法の意味・用法に注意し，本文

の内容を正しく理解する。 

○本文の展開を読み取る。 

○本文に描かれた世界は，どういうもの

か確認し，本文を著した作者の思いを考

える。 

〇文章のテーマについて，意見交換をす

る。 

○ ◎ ○ a: 陶潜が「桃花源記」に込めた

思いについて考えようとしてい

る。 

b: 語句・句法に注意しながら，

話の展開を理解している。 

各段落における登場人物の行動

や発言を整理し，話の展開を理解

している。 

「桃花源」の村について整理し，

まとめている。 

文章のテーマが，現代社会の問題

点にも通じることを再確認して

いる。 

c: 訓点や仮名遣いに注意しつ

つ，正確に訓読している。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

軍
記
物
語
を
味
わ
う 

平家物語「壇の浦の合戦」 

○音読で軍記物語特有の調子を味わいな

がら，場面を理解する。 

○場面の描写を明らかにする。 

○人物の行動や発言から人物像を理解す

る。 

○表現の特徴について理解する。 

○登場人物がどのように形づくられてい

るかを明らかにする。 

○ ◎  a: 登場人物の生き方について考

えようとしている。 

b: 本文の構成を明らかにして大

筋を説明している。 

描写を通して場面を明確に読み

取っている。 

二人の登場人物の人物像を対比

的に捉えている。 

本文の表現の特徴を捉えている。 

記述の確認 

定期考査 

行動の観察 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:読む能力   c:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


